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(百万円未満切捨て)

1. 平成22年12月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第１四半期 784 54.2 207 ─ 197 ─ 114 ─

22年３月期第１四半期 508 △28.6 △23 ─ △22 ─ △17 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年12月期第１四半期 14 34 ─

22年３月期第１四半期 △2 20 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第１四半期 4,254 2,724 64.0 339 68

22年３月期 4,227 2,650 62.7 330 41

(参考) 自己資本 22年12月期第１四半期 2,724百万円 22年３月期 2,650百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ ─ 0 00 ─ ─ 6 00 6 00

22年12月期 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

22年12月期(予想) ─ ─ 7 00 ─ ─ 3 50 10 50



 

 
(注) １．当四半期における業績予想の修正有無 ： 有 

 ２．当社は、決算期を当期より３月末日から12月末日に変更し、経過期間となる当期は、上記の第２四半期連結

累計期間業績予想は６ヶ月間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）の予想数値、通期連結業績予想は９ヶ

月間（平成22年４月１日～平成22年12月31日）の予想数値をそれぞれ記載しております。そのため、通期は、

対前期増減率を記載しておりません。 

 なお、次期第２四半期に相当する期間（平成23年１月１日～平成23年６月30日）の連結業績予想は下記のと

おりです。 

  

 
（注）対前期増減率につきましては、対応する期間が平成22年３月期第４四半期（平成22年１月１日～平成22年３月

31日）及び平成22年12月期第１四半期（平成22年４月１日～平成22年６月30日）であり、異なる会計期間にわた

ることとなるため、記載しておりません。 

  

 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

※ 四半期レビュー手続の実施状況の表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であります。 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四

半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

3. 平成22年12月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成22年12月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 1,605 65.5 407 ─ 394 707.2 233 ─ 29 05

通期 2,400 ─ 598 ─ 586 ─ 350 ─ 43 69

 平成23年12月期第２四半期累計期間連結業績予想（平成23年１月１日～平成23年６月30日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 1,491 ─ 365 ─ 363 ─ 226 ─ 28 22

4. その他（詳細は【添付資料】P.３「２．その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結
財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 22年12月期１Ｑ 8,285,000株 22年３月期 8,285,000株

② 期末自己株式数 22年12月期１Ｑ 265,677株 22年３月期 264,678株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期１Ｑ 265,403株 22年３月期１Ｑ 264,677株
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、輸出に牽引された企業設備投資の底入れや企業収益

の改善など緩やかな景気回復感はあるものの、引き続くデフレ状況下、厳しい雇用情勢、欧米における景

気の下振れ懸念など先行き見通しに不安材料を抱えた状況で推移しました。 

このような環境下で、当社グループは、販売面ではアジア地域を中心に拡販を図り、利益面では、海外

からの材料調達の拡大と工程改善等による原価低減に引き続き取り組みました。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の業績につきましては、連結売上高は784,180千円(前年同期比

154.2%)となり、連結経常利益は197,214千円(前年同期は22,626千円の損失)、四半期純利益は114,989千

円(前年同期は17,627千円の損失)となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。  

① 日本 

当社製品の主要なユーザーが属する産業機械業界の緩やかな需要回復により、売上高は、733,369千円

となりました。営業利益については、原価低減に取り組み172,805千円となりました。 

② 韓国 

売上高は、半導体業界の大幅な需要の伸長により125,367千円となりました。営業利益については、

19,523千円となりました。 

③ その他 

売上高は、中国市場における大幅な需要増加により51,765千円となりました。営業利益については、

12,426千円となりました。 

  

(1) 資産、負債及び純資産の状況  

当第１四半期連結会計期間末において、流動資産は前連結会計年度末に比べ17,032千円増加し、

2,169,770千円となりました。これは主として、受取手形及び売掛金が166,927千円、仕掛品が22,784千

円、繰延税金資産が11,456千円増加したのに対し、現金及び預金が163,542千円減少したことによりま

す。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ10,277千円増加し、2,084,543千円となりました。 

この結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べ27,309千円増加し、4,254,314千円となりました。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ140,028千円増加し、966,062千円となりました。これは主とし

て一年内返済予定の長期借入金が120,868千円、流動負債その他が82,303千円増加したのに対し、未払

法人税等が78,639千円減少したことによります。 

固定負債は前連結会計年度末に比べ186,743千円減少し、564,223千円となりました。これは主として

長期借入金が174,202千円減少したことによります。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ46,715千円減少し、1,530,286千円となりました。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ74,025千円増加し、2,724,027千円となりました。主として利益

剰余金が85,192千円増加したことによります。 

その結果、自己資本比率は64.0％となりました。 

(2) キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金という）は、前連結会計年度

末に比べ90,579千円増加し、685,248千円となりました。各キャッシュ・フローの状況は、以下のとお

りであります。 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金調整前四半期純利益194,913千円に加え、減価償却費29,334千円、未払金の増加額51,799千円

等の増加要因に対し、売上債権の増加額150,609千円、法人税等の支払額165,370千円等の減少要因に

より22,341千円の資金支出(前年同期は92,329千円の資金収入）となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

定期預金の払戻による収入264,058千円等の増加要因に対し、定期預金の預入による支出26,893千

円、有形固定資産の取得による支出28,260千円等の減少要因により196,736千円の資金収入(前年同期

は351,988千円の資金支出）となりました。 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

長期借入金の返済による支出63,688千円及び配当金の支払39,303千円等の減少要因により91,988千

円の資金支出(前年同期は109,838千円の資金収入）となりました。 

  

連結業績予想につきましては、前回予想（平成22年５月13日）から修正しております。詳細につきまし

ては、本日開示しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 今後、業績予想に関して修正の必要が生じた場合には、速やかに開示してまいります。 

  
  

該当事項はありません。 

  

①たな卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価

額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日）を適用しております。 

 これによる、損益に与える影響は軽微であります。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 894,433 1,057,975

受取手形及び売掛金 907,020 740,093

製品 115,581 120,844

仕掛品 61,513 38,729

原材料 101,358 112,794

繰延税金資産 64,752 53,296

その他 25,542 29,169

貸倒引当金 △432 △164

流動資産合計 2,169,770 2,152,738

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,258,943 1,256,799

減価償却累計額 △499,058 △487,169

建物及び構築物（純額） 759,884 769,630

機械装置及び運搬具 527,027 526,386

減価償却累計額 △386,576 △379,135

機械装置及び運搬具（純額） 140,450 147,250

土地 726,155 726,155

その他 358,860 339,799

減価償却累計額 △298,155 △293,382

その他（純額） 60,704 46,417

有形固定資産合計 1,687,195 1,689,453

無形固定資産 66,749 63,080

投資その他の資産

投資有価証券 134,854 129,109

繰延税金資産 33,119 39,207

その他 162,624 153,416

投資その他の資産合計 330,598 321,732

固定資産合計 2,084,543 2,074,266

資産合計 4,254,314 4,227,004
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 124,374 97,893

1年内返済予定の長期借入金 523,450 402,582

未払法人税等 94,435 173,074

賞与引当金 41,401 52,385

その他 182,401 100,098

流動負債合計 966,062 826,034

固定負債

長期借入金 430,843 605,046

退職給付引当金 108,971 121,461

その他 24,409 24,460

固定負債合計 564,223 750,967

負債合計 1,530,286 1,577,001

純資産の部

株主資本

資本金 748,125 748,125

資本剰余金 945,766 945,766

利益剰余金 1,088,566 1,003,374

自己株式 △44,162 △43,957

株主資本合計 2,738,295 2,653,308

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 25,585 23,505

為替換算調整勘定 △39,852 △26,810

評価・換算差額等合計 △14,267 △3,305

少数株主持分 － －

純資産合計 2,724,027 2,650,002

負債純資産合計 4,254,314 4,227,004
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

売上高 508,532 784,180

売上原価 ※１ 327,460 ※１ 352,424

売上総利益 181,072 431,756

販売費及び一般管理費 ※２ 204,832 ※２ 224,236

営業利益又は営業損失（△） △23,760 207,519

営業外収益

受取利息 688 651

受取配当金 1,691 964

受取地代家賃 946 1,088

受取保険金 － 782

助成金収入 936 －

保険解約返戻金 3,200 －

その他 372 1,211

営業外収益合計 7,835 4,697

営業外費用

支払利息 4,240 3,825

売上割引 － 10

為替差損 2,186 10,848

その他 275 318

営業外費用合計 6,701 15,002

経常利益又は経常損失（△） △22,626 197,214

特別利益

投資有価証券売却益 4,894 －

事務所移転費用戻入益 801 －

特別利益合計 5,695 －

特別損失

固定資産除却損 13 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,301

特別損失合計 13 2,301

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△16,944 194,913

法人税、住民税及び事業税 31,432 89,326

法人税等調整額 △28,675 △9,403

法人税等合計 2,756 79,923

少数株主損益調整前四半期純利益 － 114,989

少数株主損失（△） △2,073 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △17,627 114,989
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△16,944 194,913

減価償却費 36,070 29,334

投資有価証券売却損益（△は益） △4,894 －

固定資産除却損 13 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,301

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15 94

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,831 △9,475

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,125 △11,664

受取利息及び受取配当金 △2,379 △1,615

支払利息 4,240 3,825

売上債権の増減額（△は増加） △90,084 △150,609

仕入債務の増減額（△は減少） 44,684 11,176

たな卸資産の増減額（△は増加） 95,849 △5,112

未払金の増減額（△は減少） △7,276 51,799

その他 27,092 30,262

小計 96,311 145,230

利息及び配当金の受取額 2,379 1,615

利息の支払額 △4,106 △3,816

法人税等の還付額 399 －

法人税等の支払額 △2,655 △165,370

営業活動によるキャッシュ・フロー 92,329 △22,341

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △395,564 △26,893

定期預金の払戻による収入 45,286 264,058

投資有価証券の取得による支出 △2,397 △2,219

投資有価証券の売却による収入 7,103 －

有形固定資産の取得による支出 △1,741 △28,260

無形固定資産の取得による支出 △4,674 △9,949

投資活動によるキャッシュ・フロー △351,988 196,736

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 200,000 11,207

長期借入金の返済による支出 △83,394 △63,688

自己株式の取得による支出 － △204

配当金の支払額 △6,767 △39,303

財務活動によるキャッシュ・フロー 109,838 △91,988

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,131 △10,791

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △151,952 71,614

現金及び現金同等物の期首残高 644,624 594,668

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 16,550 －

決算期変更に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 18,964

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 509,223 ※ 685,248
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該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

当社グループは真空機器関連製品の専門メーカーとして、同一セグメントに属する真空機器及び真空

機器関連製品等の製造、国内外での販売を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項

はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

  

 
(注) 国又は地域は、国ごとに区分しております。 

  

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

 ２ 本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

   アジア・・・・・韓国、台湾、中国、シンガポール、タイ 

   北米・・・・・・米国 

   その他の地域・・上記以外の国 

 ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

日本 
(千円)

韓国
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

477,522 19,325 11,684 508,532 ― 508,532

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

26,345 2,409 1,523 30,278 (30,278) ―

計 503,868 21,735 13,207 538,811 (30,278) 508,532

営業利益又は営業損失(△） △17,149 △913 △4,571 △22,634 (1,126) △23,760

【海外売上高】

アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 58,417 13,130 7,469 79,017

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― ― 508,532

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

11.5 2.6 1.4 15.5
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(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

当社グループは、真空機器関連製品の専門メーカーとして、真空機器及び真空機器関連製品等の製造、

販売を行っており、国内においては当社が、海外においては韓国及びその他の現地法人が、それぞれ担当

し、事業活動を展開しております。 

 当社では、経営管理区分上、各子会社を地理的近接度等によって区分、集計し業績の評価を行っており

ます。 

したがって、当社グループのセグメントは、主に生産・販売体制及び量的規模を勘案した地域別のセグ

メントから構成されており、「日本」「韓国」の２つを報告セグメントとしております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

 
（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない所在地セグメントであり、「中国」「タイ」であります。 

  

３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項) 

  

 
  

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計

日本 韓国 計

売上高

  外部顧客への売上高 637,966 95,169 733,135 51,044 784,180

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

95,403 30,197 125,601 721 126,322

計 733,369 125,367 858,737 51,765 910,503

セグメント利益 172,805 19,523 192,328 12,426 204,755

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 192,328

「その他」の区分の利益 12,426

セグメント間取引消去 2,764

四半期連結損益計算書の営業利益 207,519
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４  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

  

 当第１四半期連結会計(累計)期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

  該当事項はありません。   

  

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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